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３ 関東地区公立小中学校事務職員研究協議会

４ 茨城県公立小中学校事務職員研究会（茨事研）

５

６ 開会式・分科会協議・助言者指導………………ライブ配信、録画配信
文部科学省行政説明・記念講演・分科会提案…事前配信

７ 令和５年１月27日（金）～令和５年２月９日（木）事前配信

令和５年２月10日（金）ライブ配信（Zoomミーティング）

令和５年２月20日（月）～令和５年３月３日（金）録画配信

８ 令和５年２月10日（金）

９

10 文部科学省行政説明
文部科学省

主 催

主 管

9:00

参 加 者

　文部科学省行政説明・記念講演・分科会提案

文部科学省、茨城県教育委員会、茨城県学校長会、
茨城県小中学校教頭会、全国公立小中学校事務職員研究会、
公益財団法人日本教育公務員弘済会茨城支部

４関事協　第11号

令和４年９月１日

　Society5.0の到来や予測困難な時代のなか、豊かな人生を切り拓
ける資質・能力を身につけ、持続可能な社会の創り手となる子供た
ちの育ちを支援するため、あらゆる変化に柔軟に対応し、校務運営
参画機会の拡大を生かした学校事務職員としてのあるべき姿につい
て追究します。

大 会 テ ー マ

目 的

「子供の豊かな育ちを支援する学校事務」
　ＩＢＡＲＡＫＩスタイルで　つながりひろがる未来へ

各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 教 育 長 様

各 市 町 村 教 育 委 員 会 教 育 長 様

公立小･中･義務教育･中等教育･特別支援学校長 様

関東地区公立小中学校事務職員研究協議会会長

第54回関東地区学校事務研究大会実行委員長 今野　貴子　

第54回　関東地区学校事務研究大会（茨城大会）の開催について（依頼）

　日頃より本会の研究活動に対しまして、ご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
　さて、標記の件について、開催要項のとおり開催することになりました。
　つきましては、この研究大会を学校教育の充実・発展に寄与する実りのあるものにしたいと存じま
すので、貴所属職員の参加について格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

　開会式・分科会協議・助言者指導

　開会式・分科会協議・助言者指導

日 程

【第2分科会】
分科会協議
助言者指導

14:20

準備
休憩

14:40

【第3分科会】
分科会協議
助言者指導

16:00

後 援

開 催 方 法

期 日

公立小・中・義務教育・中等教育・特別支援学校事務職員、
その他学校事務担当職員、教育委員会事務局職員、教育関係者他

受付

9:30

開会行事

主催者挨拶
来賓挨拶

9:50

準備
休憩

10:10

【第1分科会】
分科会協議
助言者指導

11:30

準備
昼食
受付

13:00

開 催 要 項



11 分科会提案・協議

12 ・ 大会ホームページ内　第54回関東地区学校事務研究大会申込フォーム
から申込手続きをお願いいたします。

・ 申込時のメールアドレスに、事前配信視聴・ライブ配信参加、研究集録
ダウンロード用のID・パスコードをお送りいたします。

申込期間　令和４年11月21日（月）～令和５年１月20日（金）

https://sites.google.com/view/kanburo-ibaraki54th/

13 ２，０００円

14 ・

・

15

16 ・

・

・

17 大会に関する問い合わせ先

（１）大会全般に関すること
　　　茨城県土浦市立土浦第一中学校内　大会事務局　軽部　孝之（かるべ　たかゆき）
　　　〒300-0045 茨城県土浦市文京町３－８

電話：０２９－８２１－３６７９ FAX：０２９－８２１－３６８０
E-mail： ibajiken-kanburo@eo.ibk.ed.jp

（２）参加申込みに関すること

　　　aeté（あえて）　築島　斉（つきしま　ひとし）
　　　〒310-0911 茨城県水戸市見和２－５５６－１５

電話：０８０－４３５４－１１０４ E-mail：  kirakai@me.com

一人一人が輝く未来のために！シンカ(進化・深化)し続ける事務職員(わたしたち)
～しくみ×ひと×ちいき　づくりで　next stageへ～

第３分科会　東京中　支部

学校事務が目指す「つながり」とは
～気づき×築き×根付き　子供の未来のために～

参加者に向けて、事前に接続テストを実施いたします。日程について
は、後日メールにてお知らせします。なお、当日の不具合には対応でき
ませんので、必ず接続テストで確認をお願いします。

申込時のメールアドレスに、口座振込方法についてお送りいたします。
納入期限　令和５年１月20日（金）

動画視聴、参加に係る通信料につきましては、参加者でご負担をお願い
いたします。通信環境に十分注意してご参加ください。

当日は録画配信用として大会の様子を録画いたしますのでご了承くださ
い。

そ の 他

配信動画の録音、録画、写真撮影（スクリーンショット含む）は一切行
わないようお願いいたします。

第１分科会　神奈川　支部

政令市移管と「つかさどる」改正を経た神奈川の学校事務職員の可能性
～新しい時代を生きる子どもたちのために一歩を踏み出そう！～

第２分科会　茨　城　支部

研究集録は、大会ホームページからダウンロードをお願いいたします。
令和５年１月20日（金）掲載予定

事前配信視聴、ライブ配信参加

大会参加申込

大 会 参 加 費

大会参加方法

研 究 集 録

https://sites.google.com/view/kanburo-ibaraki54th/
mailto:ibajiken-kanburo@eo.ibk.ed.jp


18 記念講演及び講師紹介

「ローカル線とまちの活性化」～行政も市民も学校もみんないっしょに～

ひたちなか海浜鉄道株式会社　代表取締役社長　吉田　千秋　氏

【関連記事】

https://twitter.com/minatoline

　行政と連携し、令和３年度に新設した義務教育学校「ひたちなか市立美乃浜学園」に

対応した新駅の設置や、地域活性化を全力でバックアップするため、様々なチャレンジ

を行ってきました。現在、「国営ひたち海浜公園」まで路線を３キロ延伸するという、

新たな取組を計画しています。

NHK水戸放送局「いばログ」時代に逆行？　３キロ延伸　ひたち海浜公園200万人を取り込め

ひたちなか海浜鉄道株式会社　代表取締役社長

富山県出身

富山地方鉄道株式会社、加越能鉄道株式会社、

万葉線株式会社勤務を経て、平成20年４月より

現職に就任

・一般社団法人交通環境整備ネットワーク常務理事

・ローカル鉄道・地域づくり大学代表理事

・関東運輸局地域公共交通マイスター

「ひたちなか海浜鉄道」は、茨城県ひたちなか市の勝田駅から阿字ヶ浦駅の14.3キロを

Kōki（こーき）くん

Nemo（ねも）ちゃん

が、地域の人たちの声を聞き、ニーズに応えた経営戦略で、利用客を増やしています。

結ぶローカル鉄道です。かつては乗客の減少により、廃線の危機もあったこの路線です

○ Twitter公式アカウント「ひたちなか海浜鉄道・湊線」

○ ひたちなか海浜鉄道株式会社HP

http://www.hitachinaka-rail.co.jp/

https://www.nhk.or.jp/mito-blog/300/469058.html

○

大会シンボル・キャラクター

https://twitter.com/minatoline
http://www.hitachinaka-rail.co.jp/
https://www.nhk.or.jp/mito-blog/300/469058.html

